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目指せ！松代城

・講　繋

　雪中鉄人レース「のっとれ！松代城」が3

月14日行われ、千葉・東京を始め、県内外か

ら328名が参加。壮絶な戦いの結果、昨年の城

主、加藤隆さんが見事1位になり2連覇を達

成しました。　　（関連記事6～7ぺ一ジ）
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三
月
八
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
定
例
町
議
会
で
、
平
成
五
年
度
予
算
が
可

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
予
算
は
、
駅
前
整
備
事
業
に
よ
る
「
ふ
る
さ
と
会
館
」
（
仮
称
）

の
建
設
を
始
め
、
昨
年
か
ら
建
設
の
進
め
ら
れ
て
い
る
芝
峠
温
泉
宿
泊
棟

や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
オ
ー
プ
ン
な
ど
、
「
福
祉
と
観
光
、
社
会
資

本
の
整
備
と
充
実
」
を
重
点
に
、
総
額
で
五
十
二
億
三
千
四
百
三
十
万
円
、

昨
年
に
比
べ
一
億
七
千
百
二
十
三
万
円
、
三
・
四
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
の
予
算
は
一
般
会
計
と
特
別
会
計
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
大
部
分
の

事
業
は
一
般
会
計
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
水
道
事
業
や
国
民
健
康
保
険

な
ど
特
別
な
目
的
の
た
め
の
会
計
は
特
別
会
計
と
し
て
予
算
を
組
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
予
算
が
私
た
ち
の
く
ら
し
に
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
の
か
、

概
要
を
説
明
致
し
ま
す
。

般
会
計

駅
前
整
備
等
に
よ
り

　
総
務
費
ト
ッ
プ
に

　
一
般
会
計
は
、
昨
年
度
と
比
べ
て

一
億
六
千
九
百
万
円
、
率
で
四
・
四

％
の
小
幅
な
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
入
で
は
地
方
交
付
税
、
国
庫
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
　

出
金
、
県
支
出
金
、
町
債
な
ど
の
依

存
財
源
が
二
十
八
億
九
千
四
百
三
十

一
万
円
で
、
昨
年
よ
り
五
千
七
百
八

万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
駅
前
整
備
事
業
、
芝
峠
温
泉
宿
泊

棟
な
ど
の
大
型
事
業
の
導
入
に
よ
り
、

い
　
　町
債
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
．

　
一
方
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
納
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ぼ
　

て
い
た
だ
く
町
民
税
な
ど
の
自
主
財

源
は
、
約
十
億
九
千
五
百
六
十
九
万

円万ooO’9
音
心｛93誹会

鐵
災擶

特
別
会
齢

国民健康保険 4億　419万円
国民健康保険診療施設 1，901万円

簡　　易　　水　　道 3億9，194万円

老　　人　　保　　険 4億2，916万円

一般会計歳入歳出の状況
6，511万円（1．69

予備費
1，996万円（0．59

労働費
1，737万円（0．59

災害復旧費155万

　■

総
務
費
9
億
2
，
143万円

（23，1％）

　■

農
林
業
費
6
億
5
，864万円
（16．5％）

　■

公
債
費
5
億
6
，
080万円

（14，1％）

　■

土
木
費
5
億
943万円
（12，8％）

　■

教
育
費
（
10，2％）

諸収入
1億1，329万円（2。89
財産収入7，574万円（1．9¢

その他9，835万円（2．59

●国庫支
　出金●地方交付税

18億2，750万円

　（45．8％）

●町債

4億

5，530万円

（11，4％）

●県支出

　金
3億
8，450万円

（9，6％）

●基金繰

　入金

5億

6，852万円

（14，3％）

●町税
2億
3，979万円

（6．Q％1

●その他

●地方譲与税

　5，473万円

　（1．4％）

●自動車取得

1億3，876万円

（3，5％）

％）

％）

）
円
脇
万

％）

1％）

1％）

一自主財源

円（0，6％）

03万円（0．2％）

」L

自
税
ー
醗

依存財源
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一
＝

二
一

■
■
　
I

I
　
I

円
で
、
昨
年
よ
り
一
億
千
百
九
十
二

万
円
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
前
述
し
た
大
型
事
業
の
増
加
に

よ
り
、
基
金
か
ら
の
繰
入
金
が
増
加

し
た
こ
と
が
主
な
要
因
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
自
主
財
源
に
は

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
利
用
料
、

松
代
火
葬
場
の
町
営
移
管
に
よ
る
使

用
料
も
新
た
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
で
は
、
総
務
費
が
駅
前
整
備

事
業
や
ス
キ
i
場
、
芝
峠
温
泉
周
辺

整
備
な
ど
の
事
業
の
増
加
に
よ
り
、

昨
年
に
比
べ
四
億
七
百
二
十
万
円
、

七
十
九
％
の
大
幅
増
で
、
昨
年
の
五

位
か
ら
一
位
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
建
設
が

終
了
し
た
民
生
費
が
昨
年
よ
り
二
億

普通建設事業費
1，409，875（35．3％）

災害復旧費1，550

費l
l55（0，5％／

千
二
百
十
七
万
円
、
三
十
九
％
の
減

と
な
っ
て
い
る
、
の
が
特
筆
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
す
．特
別
会
計

　
特
別
会
計
で
は
、
簡
易
水
道
会
計

が
三
億
九
千
百
九
十
四
万
円
で
、
昨

年
よ
り
千
百
十
五
万
円
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。
主
な
事
業
と
し
て
は
伊

沢
地
区
簡
易
水
道
工
事
及
び
松
代
町

簡
易
水
道
の
五
次
拡
張
工
事
（
山
平

地
区
）
の
継
続
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
と
国
保

診
療
会
計
を
合
わ
せ
た
予
算
は
、
四

億
二
千
三
百
二
十
万
円
で
、
昨
年
に

霧

　
　
　
　
フ

その他

義嚢鮒経難蕊．響鰯

性質別内訳

単位：千円

ノ譜費的71

（29．9％）　補助

　　　　　249，

　　　　　　（6．
物件費
451，862
（11．3％）／

的
　
曹
（

務義
　
経

公債費
560，800
（14．1％）

．．詳響
726，105（18，2％）

扶助費97．768（2．5％）

□その他消費的経費

睡劃義務的経費

團投資的経費
40

35

30

25

20

15

10

　5

億円

29．9％

36．2％

32．9％

31．4％

欝、醗

28．6％

32．8％

舞．鑛

34．2％

譲鰯

32．0％ 35．2％
33．3％

籔鑛
餓鶏

轍艦
総購 鞠，醗

翻，鑛 灘、騰

35．3％
31，§％

35．8％ 31．7％罰，9％

2脳％28．7％ 233％ 238％ 麗，8％

予算
規模

22．40　　　　25．50　　　　23．80　　　　23．80　　　　24．10　　　26　13　　　29．53　　　　33．63　　　38．21　　　39．90

　億円　　億円　　億円　　億円　　億円　　億円　　億円　　億円　　億円　　億円

年度 59　　60　　61　　62　　63　　元　　　2　　　3　　　4　　　5

比
べ
二
千
百
九
十
三
万
円
、
四
・
九

％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

職
員
の
人
件
費
が
一
般
会
計
に
移
行

し
た
こ
と
が
主
な
要
因
で
す
。

　
老
人
保
健
特
別
会
計
は
四
億
二
千

九
百
十
六
万
円
、
昨
年
に
比
べ
三
千

五
百
三
十
一
万
円
、
八
・
四
％
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
老
人
医

療
費
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
平
成
五
年
度
予
算
の
概
要
を
簡
単

に
説
明
致
し
ま
し
た
が
、
そ
の
他
の

事
業
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
四
～

五
ぺ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

注
－
　
依
存
財
源

　
　
国
や
県
に
た
よ
る
お
金

注
2
　
町
債

　
　
　
町
が
事
業
等
を
行
う
た

　
　
め
国
等
か
ら
借
り
る
お
金

注
3
　
自
主
財
源

　
　
町
独
自
で
得
る
お
金

3



課民住

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　

男
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
生

　
祉
　

保
　

保
保
保
籍
　
衛
ー
ー
ー
ー

公
　
〃
〃
〃
代
〃
〃
〃
野
〃
生
伏
〃
　
〃
〃
保
ー
ー
ー
ー

　
福
松
室
蒲
犬
戸
国

藤
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（

　
一
司
久
子
子
江
え
子
ノ
子
江
子
子
司
男
子
二
徹
勝
江
美

佐
　
　
　
　
　

じ
シ
ヨ
　
美
　
ね

　
健
健
　
和
孝
絹
ふ
ト
キ
好
喜
町
み
武
明
栄
徳
　
　
満
里

長
　
川
　
谷
木
山
　
岸
藤
藤
岸
口
　
山
沢
辺
持
岡
橋
原
谷

課
柳
市
柳
関
鈴
本
柳
山
佐
佐
山
石
柳
小
松
田
米
室
高
福
関

　
⑳
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
⑳
　
⑭

数井和代（保健婦）
酒　井　由美子（　〃　）

樋口淳子（〃）
O宮　沢　諄一（水　道）
季卯　　　　　　　　　孝谷　（　　〃　　）

池田清人（〃）
デイサービスセンター

所長　山賀八郎
鈴　木　清　彦（生活指導員）

ホームヘルパー委託料1，321万円

老人クラブ活動費補助295万円

老人保護処置事業　　6，413万円
デイサービスセンター管理費4，413万円

寝たきり老人家庭援助250万円

　　（おむつ支給）

重度心身障害者医療費補助　456万円

身体障害者処置事業1，450万円

児童手当　　　　　　519万円
保育所運営費（へき地保含）　9，236万円

国民年金事務費　　　1，205万円

戸籍事務費　　　　　1，561万円
住民健診委託料　　　2，357万円

危険物・ごみ収集委託1，171万円

町営火葬場管理運営費243万円

合併処理浄化槽補助金330万円

町社会福祉協議会補助金550万円
第5次水道拡張工事1億2，105万円

　　（山平地区）

伊沢地区水道建設工事1億　135万円

簡易水道特別会計へ9，068万円

国民健康保険へ　　　　990万円

老人特別会計へ　　　2，200万円

総　務　課
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　

雄
灘
麺
”
謝
－
－
輌

利
務
　
災
　
　
〃
”

　
庶
財
防
　
庶
　
　
広

木
（
（
（
（
（
（
（
（

　
夫
良
夫
弘
子
美
子
雄

鈴
　
　
　
　
　
津

　
達
一
芳
一
慶
広
美
敏

長
藤
藤
田
藤
方
　
島
持

　
　
　
　
　
　
　
野

課
佐
斉
武
佐
西
柳
小
米

　
○

注　⑳印は副参事　O印は係長

　太字は新採用

嘱託員行政事務委託　　788万円

広報等印刷費　　　　535万円

町営バス運営費　　　612万円

地方バス運営費補助1，000万円

交通安全対策　　　　　335万円

松代町長選挙費　　　　369万円

松代町農業委員選挙費352万円

衆議院議員選挙費　　　659万円

上越地域消防負担金6，908万円

消防施設費　　　　　2，622万円

奨学金貸付　　　　　　180万円

議会事務局
事務局長松永　　勝
牧　野　恵　子（書記）

議会運営費 6，510万円

税　務　課

猛
）
）
）
）

　
係
　
務
〃
〃
〃

　
税
田
（
（
（
（

　
博
美
治
広

池
　
　
和
栄
政

長
橋
藤
谷
木

課
高
佐
関
鈴

賦課徴収費 844万円

セ

　
今
年
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
と
芝
峠
温
泉
の
宿
泊
施
設
が
オ
ー

ブ
ン
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
に
一
一
名

の
職
員
が
配
置
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
今
年
度
は
一
般
事
務
職
に
五
名

（
男
一
二
名
、
女
一
一
名
）
が
採
用
さ
れ
、

新
し
い
職
場
で
頑
張
つ
て
い
ま
す
。

　
全
職
員
の
所
属
と
、
今
年
の
主
な

事
業
と
予
算
を
紹
介
し
ま
す
。

4



産業・企画課
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

一
興
　
）
）
興
光
）
合

　
振
”
”
”
画
　
振
”
”
観
”
”
委
組
”

嵩
業
　
　
　
　
〃
域
　
　
工
　
　
　
頸

　
産
　
　
　
企
　
地
　
　
商
　
　
農
東

橋
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（

　
勉
雄
彦
子
郎
夫
男
孝
広
代
雄
春
郎
敏
一

高
　
　
　
　
市
　
　
　
　
紀
　
　
一

　
　
善
利
裕
英
則
定
正
孝
幸
博
幸
太
恒
正

長
木
　
　
　
谷
藤
堺
岸
井
木
口
木
木
持
井

課
斉
柳
柳
柳
関
佐
小
山
若
鈴
石
鈴
鈴
米
菅

　
⑳
○
　
　
⑳
　
○
　
　
⑳
　
　
⑳
○

　
　
　

　
夫
人

冬
干
　
　
己

　
　
　
　
ホ
ロ

ジ
利
支

ソ
　
　
　
け
リ

ヤ
　
　
　
　

レ
場
（

ビ
　
夫

ト
馬
ス
　
丈

レ
泉
人
口

温
配
峠
支
石

芝

、
　
　
爆
・
　
駄
灘
娯
璽
．

　
．
、
灘
．

　
ゑ
　
　
　
　
へ
ゑ
ト
ら
ヤ
マ

想
囚
へ
輪
穴
竺
鵡
璽

　
　
馨
　
　
壷
ヌ

　
　
　
　
　
　
　
な

コ
，
．
饗

　
　
　
　
飛
　
　
　
　
　
　
鉱
、

　
　
　
ま

　
　
覇
動
簿
瀞

≒
…

野
　
　
二
欝
竃
㌧
測

駅ふるさと会館建設

　　　　　　　　2億9，580万円

芝峠温泉宿泊棟建設費

　　　　　　　　2億1，930万円

ファミリースキー場整備

　　　　　　　　　6，300万円

観光施設整備事業費　　290万円

産業育成資金貸付事業

　　　　　　　　　1，600万円
森林総合整備事業　　1，160万円

ふるさと定住促進対策500万円

林業集落オアシス整備事業

　（海老地区）　　　2，870万円
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哲
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美
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祥
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孝
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羽
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岡
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相
佐
萬
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高
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佐
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大
秋
鈴
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○

町道整備事業　　1億9，530万円

国県道整備負担金　　2，900万円

克雪対策事業　　1億3，004万円

克雪住宅新規貸付金2，250万円

町単農道、圃場等補助金

　　　　　　　　　1，100万円

農道整備（国、県補助分）

　　　　　　　　　7，611万円

林道整備事業　　　　2，935万円

集落道整備事業　　　5，350万円

農免農道、中山間地負担金

　　　　　　　　　7，205万円
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収
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古

社

円
円
円

万
万
万

9
　
5
　
0

血
U
　
4
　
塵
U

　
　
　
　
フ
ダ

　
生
7
り

億1　
　
費

　
　
造

費
費
改

理
理
模

管
管
規

校
校
大

学
学
小

小
中
松

騨
融
覇
麹
辮

罪
纏
灘

　
　
難
麟
霧

5



城　　主（1位）

加藤　　隆諏中郷村）
城代家老（2位）

山崎　裕之曳（西山町）

侍大将（3位）
関谷　浩行諏青海時）

劇

鴨
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辮
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一
志
歩
介
美
き
愛

祐
秀
　
大
裕
つ

　
　
　
　
嵐
　
　
な

沢
沢
賀
十
月
谷
川

桜
宮
山
五
若
関
市

位
位
位
ノ
位
位
位

　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
女

中條　栄一（竹所）

山岸　吉弘（木和田原）

高橋政一郎（莇平）

数井　憲一（安塚町）

　
今
年
の
冬
の
陣
、
皆
さ
ん
楽
し
ま

れ
た
で
し
ょ
う
か
？
　
今
年
も
三
月

十
三
、
十
四
日
の
二
日
間
、
町
民
グ

ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
、
昨
年
よ
り
三

千
人
多
い
、
延
べ
一
万
一
千
人
の
人

出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
今
年
は
、

戦
国
武
者
行
列
が
役
場
前
か
ら
本
町

通
り
を
経
て
会
場
へ
と
練
り
歩
く
な

ど
の
新
趣
向
の
外
、
恒
例
の
「
戦
国

歌
く
ら
べ
」
「
雪
上
み
こ
し
活
き
！

生
き
！
　
合
戦
」
な
ど
で
楽
し
い
二

日
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
食
い
倒
れ
横
丁
も
、
今
年
か
ら
希

望
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
出
店
と
な
り
、

十
八
店
舗
が
出
店
。
祭
り
を
楽
し
む

余
裕
も
な
い
ほ
ど
の
忙
し
さ
で
し
た
。

ま
た
、
熱
気
球
や
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル

な
ど
《
子
供
た
ち
で
大
に
ぎ
わ
い
。

終
日
、
子
供
た
ち
の
歓
声
が
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。

　
県
外
か
ら
も
「
東
京
松
代
会
」
を

始
め
、
「
二
金
会
」
「
渋
谷
チ
ー
ム
」
な

ど
総
勢
百
十
七
名
が
訪
れ
、
　
「
の
っ

と
れ
！
　
松
代
城
」
に
も
参
加
す
る

な
ど
、
冬
の
陣
を
盛
り
上
げ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
第
一
回
地
域

活
性
化
セ
ン
タ
ー
イ
ベ
ン
ト
「
優
秀

・
賞
」
を
受
賞
し
た
こ
と
に
よ
り
、
沖

縄
県
具
志
川
市
か
ら
四
人
、
西
頸
城

郡
能
生
町
か
ら
七
名
の
地
域
お
こ
し

関
係
者
が
訪
れ
、
冬
の
陣
を
視
察
し

て
い
ま
し
た
。

　
年
々
盛
大
に
な
る
冬
の
陣
。
活
性

化
と
は
「
人
、
物
、
金
」
が
動
く
こ

と
を
い
う
の
だ
そ
う
で
す
が
、
町
活

性
化
の
切
り
札
と
し
て
、
今
後
も
大

き
く
成
長
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で

す
。

6

中松代相撲結果雪
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　　藤
爵1

灘

》
戦
国
歌
く
ら
べ
で
優
勝
し
た

　
高
橋
英
子
さ
ん

戦国歌くらべ結果

1位高橋英子（千　年）
2位布施　清（松　代）
3　倖　市川ちよ子（松　　代）

BSN特別賞
　　　小堺サツ子（松之山町）

ゲスト特別賞

　　　保坂キミ子（松之山町）

》
手
前
は
ア
イ
デ
ア
賞
の
「
に
わ

　
と
り
」
奥
は
総
合
優
勝
の
翔
け

松
代
」

・雪上みこし活き！生き！合戦結果一

総合優勝　翔け松代！（室野区）
アイデア賞　　にわとり　（還暦女性軍）

活き！生き！賞　　ビンビンみこし

　　　　　　　　　　　　（犬伏樫の会）

　
　
　
　
講
薫

　
　
　
　
　
ン

》
中
央
は
雪
の
芸
術
展
で
四
年
連

　
続
最
優
勝
賞
に
輝
い
た
竹
所
・

　
峠
・
木
和
田
原
子
供
会
、
同
育
成

　
会
に
よ
る
「
明
日
へ
の
一
歩
」
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加
藤
隆
さ
ん
二
連
覇

　
表
紙
で
も
紹
介
し
ま
し
た
が
、

「
の
っ
と
れ
！
　
松
代
城
」
で
は

昨
年
の
城
主
、
加
藤
隆
さ
ん
（
二

十
九
歳
、
中
頸
城
郡
中
郷
村
、
日

本
曹
達
勤
務
）
が
見
事
二
連
覇
を

達
成
し
ま
し
た
。
結
果
的
に
は
、

「
の
っ
と
れ
！
」
が
「
の
っ
と
ら

れ
な
い
！
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

よ
う
で
す
。
ま
た
、
二
位
（
城
代

家
老
）
と
三
位
（
侍
大
将
）
に
も
、

山
崎
裕
之
さ
ん
（
西
山
町
）
と
関

〈
二
連
覇
を
達
成
し
た
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小堺　俊和（蓬　平）

菅原　英則（上越市）

樋口　俊子（松代）

植松ちづる（上越市）

山田　龍太（十日町市

谷
浩
行
さ
ん
（
青
海
町
、
松
代
町

出
身
）
が
入
り
、
一
位
か
ら
三
位

ま
で
が
昨
年
と
同
じ
と
い
う
珍
し

い
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　
二
連
覇
を
達
成
さ
れ
た
加
藤
さ

ん
は
、
県
の
縦
断
駅
伝
に
も
参
加

す
る
ツ
ワ
モ
ノ
。
実
は
、
一
昨
年

も
三
位
入
賞
と
グ
ァ
ム
当
選
を
果

た
し
た
、
城
主
に
ふ
さ
わ
し
い
実

力
と
強
運
の
持
ち
主
。
　
「
今
ま
で

に
二
連
覇
を
し
た
人
が
い
な
い
の

で
、
ね
ら
い
ま
し
た
。
来
年
も
参

加
し
ま
す
」
と
、
早
く
も
来
年
に

意
欲
満
々
。
本
来
な
ら
「
こ
れ
で

松
代
城
も
安
泰
」
と
言
い
た
い
と

こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に

限
っ
て
は
、
そ
う
い
う
訳
に
は
い

き
ま
せ
ん
。

　
加
藤
さ
ん
の
三
連
覇
な
る
か
、

は
た
ま
た
新
城
主
の
誕
生
か
、
来

年
の
戦
い
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で

す
。

近島者（芝峠
温泉宿泊券）

諏訪部　太（吉川町）

真島　敏幸（湯之谷村

坂本　道子（世田谷区

東京松代会賞

高橋トモ子（松之山）

　　（女性1位）
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▼
転
出
さ
れ
た
先
生

講助　 教
師菅教””諭

本
柳
　
貞
子
（
退
職
）

大
島
　
聡
史
（
長
岡
市
深
沢
小
）

福
原
　
律
子
（
越
路
町
越
路
小
）

山
田
　
　
誓
（
退
職
）

刈
　
分
　
校

梅
沢
　
京
子
（
退
職
）

▼
転
入
さ
れ
た
先
生

欝菅〃〃〃〃藷

池
田
　
千
文
（
蒲
生
小
）

手
塚
　
昭
義
（
津
南
町
津
南
小
）

武
田
比
呂
美
（
蒲
生
小
）

小
林
　
年
子
（
長
岡
市
豊
田
小
）

白
川
　
信
子
（
長
岡
市
表
町
小
）

刈
　
分
　
校

白
鳥
　
尚
子
（
糸
魚
川
東
小
）

鑓
難
馨
絞

▼
転
出
さ
れ
た
先
生

教
頭
　
竹
原
　
　
正
（
上
越
市
高
＋
小
）

教
諭
　
福
原
　
将
人
（
長
岡
市
大
積
小
）

▼
転
入
さ
れ
た
先
生

教
頭
　
木
下
千
恵
子
（
六
日
町
北
辰
小
）

教
諭
　
高
橋
　
浩
輔
（
蒲
生
小
）

懲
　
幽
擁
学
㎜
校
　
（
閉
校
）

▼
転
出
さ
れ
た
先
生

　　教教校
””諭頭長

斉
藤
　
忠
夫
（
上
越
市
八
千
浦
小
）

加
茂
川
義
靖
（
上
越
市
城
東
中
）

富
沢
　
康
子
（
大
島
村
保
倉
小
）

藤
崎
　
善
之
（
蓬
平
小
）

横
山
　
栄
子
（
奴
奈
川
小
）

嵩
教
職
員
異
動
霰
称
略
）

　
事
務
　
池
田
　
博
子
（
退
職
）
　
　
　
　
　
糧
㎜
織
轍
螺
総
㎜

〃醗〃〃〃〃驚難
墾
　
　
学
糠
（
閉
校
）

大
田
　
尊
文
（
三
和
村
上
杉
小
）

江
口
　
賢
治
（
入
広
瀬
小
）

松
岡
　
智
恵
（
上
越
市
飯
小
）

金
子
　
洋
子
（
津
南
町
上
郷
小
）

池
田
　
千
文
（
松
代
小
）

武
田
比
呂
美
（
松
代
小
）

高
橋
　
浩
輔
（
孟
地
小
）

小
山
　
そ
の
（
吉
川
町
源
小
）

小
池
　
明
美
（
退
職
）

飯
塚
　
　
聡
（
〃
）

奴
蒙
測
雛
学
較

▼
転
出
さ
れ
た
先
生

教
諭
　
佐
野
　
裕
昭
（
長
岡
市
富
曽
亀
小
）

▼
転
入
さ
れ
た
先
生

教
諭
　
横
山
　
栄
子
（
北
山
小
）

儀
　
明
　
　
　
学
㎜
綾
㎜
（
閉
校
）

▼
転
出
さ
れ
た
先
生

　事　　教教校蓬務””諭頭長

羅小瀬橋村酒荒
．堺野立山井木

耀
子
（
越
路
町
塚
田
小
）

辰
夫
（
板
倉
町
宮
島
小
）

正
子
（
三
条
市
月
岡
小
）

正
子
（
上
越
市
春
日
新
田
小
）

直
樹
（
新
潟
市
大
淵
小
）

正
代
（
退
職
）

学
絞

▼
転
出
さ
れ
た
先
生

教
諭
　
佐
藤
　
敏
男
（
加
治
川
村
新
途
塚
小
）

▼
転
入
さ
れ
た
先
生

教
諭
　
藤
崎
　
善
之
（
北
山
小
）

▼
転
出
さ
れ
た
先
生

教
頭
　
福
田
　
伊
治
（
清
里
村
清
里
中
）

教
諭
　
高
沢
　
房
吉
（
大
島
村
大
島
中
）

〃
　
　
主
目
山
　
　
元
一
（
浦
川
原
村
浦
川
原
中
）

〃
　
宮
沢
　
静
子
（
退
職
）

▼
転
入
さ
れ
た
先
生

教
頭
　
堀
川
　
紀
夫
（
上
越
市
城
北
中
）

教
諭
　
山
岸
　
利
江
（
松
之
山
町
松
之
山
中
）

〃
　
栗
岩
　
　
浩
（
柿
崎
町
柿
崎
中
）

渠
盤
松
磯
禽
讐
学
校

▼
転
出
さ
れ
た
先
生

　非講　　教校”講師””諭長

古
田
島
徳
夫
（
柿
崎
高
校
）

高
橋
　
俊
宏
（
（
高
田
農
業
）

小
湊
　
知
見
（
新
発
田
高
校
）

大
和
田
雅
彦
（
糸
魚
川
商
工
）

外
山
　
雄
一
（
津
南
高
校
）

遠
田
由
美
子
（
燕
市
燕
北
中
）

佐
藤
　
康
江
（
退
職
）

▼
転
入
さ
れ
た
先
生

　非講　教校”講師”諭長

金
山
　
有
紘
（
新
津
南
高
校
）

大
久
保
義
宏
（
新
発
田
高
校
）

鈴
木
　
勇
二
（
新
津
高
校
）

長
澤
　
徹
哉
（
新
採
用
）

関
谷
哲
郎
（
　
〃
　
）

佐
々
木
徹
（
　
〃
　
）

転
出
さ
れ
た
先
生

　
　
ご
苦
労
様
で
し
た
。

転
入
さ
れ
た
先
生

　
　
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

留
馨
§
筆
叢
§
馨
塞
塞
馨
馨
馨
筆
筆
馨
§
§
§
§
§
§
彗
§
彗
§
茎
§
茎
彗
筆
§
筆
葦
辺

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一槻断槻醐蹴獣槻槻瞬醐槻槻噸槻槻醐

畢云一£皇　£書禽　全　全書鼻岳　蘇♀　禽3蘇　第6回

冬
の
陣
こ
寄
付
一
覧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
受
付
順
・
敬
称
略
）

寄
付
者
住
所
氏
名

◇
松
代
建
設
業
協
会

◇
グ
　
ル
　
ー
プ
　
2
1

◇
㈱
大
和
電
建

◇
十
日
町
市
㈱
美
佐
伝

◇
松
之
山
町
㈱
高
橋
組

　
　
代
表
取
締
役
　
高
橋
君
夫

◇
東
京
松
代
会

　
　
　
　
寄
付
金
・
寄
付
品

の
っ
と
れ
松
代
城
ヘ
ル
メ
ッ
ト
一
〇
〇
個

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酒
一
斗

　
　
　
　
　
　
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
2
1
刑
圭
台

　
　
　
　
　
　
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
ー
5
型
二
台

　
　
　
　
　
コ
ー
ヒ
ー
一
、
○
○
○
人
分

　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
、

東
京
松
代
会
賞
と
一
〇
〇
、

◇
サ
ン
ワ
経
営
者
懇
談
会
二
金
会

◇
東
京
都
渋
谷
チ
ー
ム

◇
二
金
会
会
長
　
フ
ァ
ン
ケ
ル
化
粧
品

　
　
社
長
　
池
森
賢
二

◇
二
金
会
副
会
長
　
エ
ン
ベ
ッ
ク
ス
気

　
　
象
計
社
長
　
草
川
幸
雄

◇
東
京
都
　
萬
羽
三
蔵
と
ご
姉
妹

◇
東
京
松
代
会
幹
事
長
　
関
谷
　
孝

◇
海
上
自
衛
隊
一
等
海
佐

　
　
　
　
　
　
宮
田
洋
二
郎

◇
菅
刈
　
関
谷
太
平

◇
世
田
谷
区
社
教
育
課

　
　
　
　
○
○
○
円

　
　
　
　
○
○
○
円

一
〇
〇
、
○
○
○
円

一
〇
〇
、
○
○
○
円

化
粧
品
一
〇
〇
個

デ
カ
デ
ジ
タ
イ
マ
ー
一
五
〇
個

　
　
　
　
　
三
〇
、
○
○
○
円

　
　
　
　
　
二
〇
、
O
O
O
円

　
　
ご
寄
附
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
二
金
会
、
渋
谷
チ
ー
ム
の
ご
寄
附
三
十
万
円
は
、

購
入
に
充
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

糖
馨
馨
§
蜜
薯
璽
蜜
馨
蜜
塞
§
馨
§
§
§
塞
憲
§
§
箋
馨
§
馨
馨
馨
馨
家
馨
§
馨
§
薯
島

　
　
三
〇
、
○
○
○
円

　
　
一
〇
、
O
O
O
円

　
　
交
流
写
真
パ
ネ
ル

な
お
、
東
京
松
代
会
、

　
ヨ
ロ
イ
カ
ブ
ト
一
式

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一鰍㈱鰍槻鰍槻鰍鰍鰍鰍鰍蝋鰍槻轍
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ザーρ響’一一ρ直’曜ダー’創’一一4“躍’置’一’僧一’一’。’一4一ρ一σ一’のσ一4一ダ。’一、

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
き　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

i生き！活き！　　i
ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

i　　人生のために　1
隔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

i㊤㊧㊥㊨i
！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i　生涯学習　　　　i
i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

i新語・話題語　i
i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　l
i　◎環境アセスメント　i
ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

i　　　（環境影響評価）　　i
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

i　大規模工業地帯開発や都　i
l　　　　　　　　　　　　　　　　　l
i市計画などの開発行為を行　i
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

iう場合、自然環境にどのよ　1
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
ほ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

iうな影響を与えるか、事前i
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

1に調査することを言います。l
i　　　　　　　　　　　　　　　　　i
l　環境庁はこの法案を1981i
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

i年に国会に提出しましたが、i
ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

i「開発にブレーキをかける」l
l　　　　　　　　　　　　　　　　　i
iとする財界の反対が強く、　i
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

1結局廃案になりました。　　1
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

1　最近は、各自治体が独自　i
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

1でアセスメント条例を施行1
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

iし、北海道、東京都を始め　i
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

1現在全国で30程の自治体が　1
こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

i制度化しました。　　　　　i
し4＿グ＿’＿’＿ρ＿ρ＿ρ＿σ＿σ＿’＿’＿’＿ダ＿’＿’＿’＿’＿2＿8＿’＿’＿’＿’＿4＿’＿グ＿’」

φ
　
　
　
　
◆

棚
旧
」
咄

φ
　
0
　
◆

◆
　
　
　
　
φ

”a9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワ

高齢化社会にむけて　舞
　新聞・テレビなど最近「高齢化社会」という言葉をよく耳にします。

これは65才以上の高齢者が多くなってきているということですが、このことに

ついて、国連では次のような定義をしています。全人口のうち、65才以上人口

の占める割合が7％以上になったとき高齢化社会、14％以上を高齢社会という

用語を使っています。

　わが国では現在、12％ですから「高齢化社会」ということになります。平均

寿命の伸びや小子化社会などから、この数字が年々大きくなり2年後の平成7

年には14％に達し、本格的な「高齢社会」を迎えます。

　日本では、諸外国と比べこの高齢化のスピードがあまりにも早いために、高

齢者の問題は、高齢者自身にかかわる事柄であると同時に、やがては高齢者と

なる私たち自身の重要な問題となってきています。

　1つは、会社を定年退職した後の自由時間を実りある豊かなものとするには

どうしたらよいかということです。次に高齢者福祉や医療の問題があります。

統計的に見ても最近は高齢者所帯が増加の傾向にあります。また、今までのよ
　　　　　　　ひ　ごうに高齢者を単に庇護するだけでなく、その経験や能力を正しく評価し、積極

的な社会参加を促す支援をしていかなければならないと考えます。

　以上のような現状から、「高齢者の活力を生かす町づくり」を生涯学習の視

点からも推進していくことが大切です。

　松代町の高齢化率は、平成4年度で26．O％ですから4人に1人は高齢者とな

っています。町でもデイサービスセンター、高齢者・若者活性化センターの設

置など高齢者の福祉や活性化に努力しているところです。

　　　　　　　　年金額

種　　　別
平成4年度　　　平成5年度

　〔国民年金〕

　老齢基礎年金

　障害基礎年金（1級）
　障害基礎年金（2級）
　遺族基礎年金
　　　　　　　（子1人）

　10年年金
　　5年年金
　障害年金（1　級）

　障害年金（2　級）

　母子年金（子1人）

　　　　　　　　　　　（月額）

　　　60，442円　一→　61，442円

　　　75，550円　一→　76，800円

　　　60，442円　一→　61，442円

　　　77，867円　一→　79，150円

　　　36，725円　一→　37，325円

　　　31，258円　一→　31，775円

　　　75，550円　一→　76，800円

　　　60，442円　一　61，442円

　　　77，867円　一→　79，150円

〔老齢福祉年金〕

収入600万円未満
収入600万円以上
　　876万円未満

30，925円　一→　31，442円

25，292円　一→　25，467円

　
国
民
年
金
制
度
で
は
、
物
価
に
変

動
が
あ
っ
た
と
き
、
そ
れ
に
応
じ
て

年
金
額
が
自
動
的
に
改
定
さ
れ
る

「
完
全
自
動
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
」
が

取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
四
年
の
全
国
消
費
者
物
価
が

前
年
に
比
べ
て
一
・
六
％
上
昇
し
た

こ
と
に
よ
り
、
平
成
五
年
四
月
か
ら

年
金
額
も
次
表
の
よ
う
に
改
定
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
国
民
年
金
は
、
将

来
に
渡
っ
て
安
定
し
た
保
障
が
受
け

ら
れ
る
仕
組
に
な
っ
て
い
ま
す
。

年
金
額
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
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堕劉堕堕

世
田
谷
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ

　
　
　
自
町
冒
畏
串
o
冊
修
會

堕
繕
一
、
一
辞
躯
翌

鴨
毒
に
当
町
を
訪
れ
、
松
代
フ
ツ

励
“
累
鷲
楼
赫
潔

陶
璽
畿
鴛
馬
難
－

勉
郊
麺
篶
強
雑
晶

　
当
町
と
交
流
を
進
め
る
世
田
谷
区

の
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ
（
中

修
の
行
く
先
を
ア
ン
ケ
ー
ト
し
た
と

こ
ろ
、
　
「
松
代
町
」
が
一
位
と
な
り

今
回
の
運
び
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
二
十
八
日
午
後
二
時
過
ぎ
、
松
代

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場
に
到
着
し
た

一
行
は
、
早
速
出
迎
え
た
当
町
中
学

生
リ
ー
ダ
ー
と
ス
キ
ー
を
楽
し
み
な

が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
ま
た
夜

は
、
た
い
ま
つ
滑
降
や
キ
ャ
ン
プ
フ

ァ
イ
ヤ
ー
も
行
わ
れ
、
雪
に
映
え
る

光
の
美
し
さ
に
思
わ
ず
歓
声
が
上
が

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
（
写
真
㊤
）
と
た
い
ま
つ
滑
降

楽
し
む
世
田
谷
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

欝

、擁〆

！．ノ購

（
写
真
㊦
）
を

〈
二
日
間
で
ス
キ
ー
も
随
分
上
達

　
し
ま
し
た

楡

　
　
　
＼

　
　
　
、

　
　
む
ペ
ヤ

轟
轟

　
　
　
奪
　
瓶

　
　
鷹

）

っ
て
い
ま
し
た
。

　
一
行
は
早
稲
田
ク
ラ
ブ
の
松
苧
ド

ミ
ト
リ
ー
に
宿
泊
し
、
翌
二
十
九
日

は
ス
キ
ー
を
、
ま
た
、
三
十
日
は
町

民
グ
ラ
ン
ド
で
ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
な
ど

の
雪
遊
び
体
験
を
し
て
帰
路
に
つ
き

ま
し
た
。

　
今
後
も
、
こ
う
い
っ
た
交
流
が
続

き
、
大
き
く
育
っ
て
も
ら
い
た
い
も

の
で
す
．

牧
田
ク
ニ
さ
ん
牧
田
保
代
さ
ん
が

　
　
　
「
県
農
村
地
域
生
活

　
　
　
　
　
　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
に

　
地
域
農
業
の
活
性
化
を
目
的
と
し

た
「
新
潟
県
農
村
地
域
生
活
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
」
に
牧
田
ク
ニ
さ
ん
（
峠
）
、

牧
田
保
代
さ
ん
（
峠
）
が
認
定
さ
れ
、

三
月
十
日
、
県
庁
に
お
い
て
厚
地
副

知
事
よ
り
認
定
証
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
　
農
村
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
は
、

①
目
的

　
　
農
村
地
域
に
お
い
て
農
業
・
生

，
　
　
　
＄

　
活
等
地
域
社
会
活
動
を
意
欲
的
に

　
実
践
し
て
い
る
女
性
を
「
農
村
地

　
域
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
と
し
て

　
認
定
し
、
農
村
女
性
の
能
力
向
上

　
に
よ
る
地
域
農
業
の
活
性
化
を
促

　
進
す
る
．

②
認
定
要
件

　
一
、
農
業
に
従
事
し
て
お
り
農
業

　
　
や
暮
ら
し
に
つ
い
て
の
知
識
・

　
　
技
術
を
有
し
て
い
る
。

　
　
二
、
婦
人
組
織
等
の
地
域
社
会

　
　
　
活
動
に
参
画
し
て
い
る
こ
と
。

　
　
三
、
今
後
も
、
農
村
青
少
年
・

　
　
　
若
妻
、
高
齢
者
等
、
地
域
に

　
　
　
根
ざ
し
た
交
流
、
役
割
増
進

　
　
　
に
理
解
が
あ
り
、
積
極
的
に

　
活
動
す
る
意
欲
を
有
し
て
い

　
る
こ
と
。

　
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の

お
二
人
の
ご
活
躍
を
期
待
致
し

ま
す
。

》
県
農
村
地
域
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に

　
選
ば
れ
た
牧
田
ク
ニ
さ
ん
（
左
）
と
牧
田
保
代
さ
ん
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関
谷
甲
子
夫
．
ん

　
　
　
医
療
功
労
賞

　
先
月
号
で
、
関
谷
甲
子
夫
さ
ん
が

「
県
医
療
功
労
賞
」
を
受
賞
さ
れ
た

こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ

ど
、
同
賞
の
全
国
表
彰
に
当
た
る
「
中

央
表
彰
」
も
受
賞
（
県
で
一
人
）
さ

れ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
は
三
月
二
十
三
日
、
帝
国

哨
襲
袋
彰

ホ
テ
ル
（
東
京
都
千
代
田
区
）
で
行

わ
れ
、
厚
生
大
臣
賞
を
始
め
読
売
新

聞
賞
、
副
賞
な
ど
が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、

記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
終
了
後
は
天
皇
陛

下
に
拝
謁
す
る
な
ど
大
変
な
栄
誉
に

浴
さ
れ
ま
し
た
。
　
「
今
ま
で
の
苦
労

が
報
わ
れ
た
喜
び
に
尽
き
ま
す
。
感

慨
も
ひ
と
し
お
で
す
が
、
子
供
や
妻

に
大
変
迷
惑
を
か
け
ま
し
た
。
十
一

人
の
職
員
も
よ
く
務
め
続
け
て
く
れ

ま
し
た
」
と
喜
び
を
か
み
し
め
て
い

ま
し
た
。
大
変
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
三
月
一
日
発
行
の
「
社
協

　
　
　
　
　
受
賞

だ
よ
り
」
第
四
号
に
掲
載
さ
れ
て
い

た
、
二
十
二
年
間
、
毎
年
母
子
家
庭

等
に
ケ
ー
キ
を
贈
っ
た
「
足
長
サ
ン

タ
さ
ん
」
も
、
実
は
関
谷
さ
ん
で
し

た
。
今
ま
で
関
谷
さ
ん
の
希
望
に
よ

り
、
匿
名
で
行
わ
れ
て
き
た
訳
で
す

が
、
　
「
こ
れ
を
契
機
に
名
前
を
出
し

て
も
ら
っ
て
も
結
構
で
す
」
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
今
回
記
事
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
当
町
を
始
め
と
す
る
地

域
医
療
へ
の
ご
尽
力
を
お
願
い
す
る

と
共
に
、
同
氏
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍

を
祈
念
致
し
ま
す
。

島苧

春

にする、

郎さんの

マスさん

φ
珍
事

渋
海
川
ワ
・
ー
■

　
苧
島
の
石
田
勝
一
郎
さ
ん
が

の
ほ
ど
体
長
四
十
五
セ
ン
チ
も
あ
る

珍
し
い
魚
を
、
苧
島
地
内
の
渋
海
川

で
釣
り
上
げ
ま
し
た
。
公
民
館
で
は
、

上
越
の
水
族
館
等
に
照
会
し
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ

が
分
か
ら
ず
、
さ
て
は
「
苧
ッ
シ
ー
」

か
と
一
騒
動
。
と
こ
ろ
が
魚
に
詳
し

い
山
川
渉
さ
ん
（
安
塚
警
察
署
松
代

幹
部
派
出
所
長
）
に
見
て
い
た
だ
い

た
と
こ
ろ
、
　
「
北
海
道
原
産
の
オ
シ

でに
一

い
わ
　
　
な

岩
魚
生
息

　
　
ヨ
ロ
系
の
岩
魚
で
す
よ
。
明
治
時
代

　
　
に
本
州
の
川
に
放
流
し
た
ら
し
い
で

　
　
す
よ
。
大
き
い
か
ら
十
歳
以
上
で
し

　
　
ょ
う
」
と
判
明
。
　
「
渋
海
川
に
も
住

　
　
め
る
ん
で
す
か
？
」
と
質
問
し
た
と

　
　
こ
ろ
、
　
「
水
温
が
高
い
と
住
め
な
い

　
　
か
ら
、
夏
は
淵
の
底
で
生
活
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ

　
　
る
ん
で
す
よ
」
と
明
快
な
回
答
。
「
苧

　
　
ッ
シ
i
」
騒
動
も
、
あ
え
な
く
一
件

　
　
落
着
と
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
民
生
委
員
で
す

　
　
　
ご
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
疑
空
委
藁
・
鑛
謹
委
、
翼
嶺
薄

部
　
落

氏
　
名

家
　
号

電
話
番
号

担
当
区
域

松
　
代

樋
口
八
重
美

ひ
ろ
せ
や

7
－
2
0
6
F
D

松
　
代

田
　
沢

市
川
　
藤
蔵

よ
え
　
ん

7
－
2
8
2
6

小
荒
戸
・
太
平

菅
刈
・
田
　
沢

池
之
畑

山
賀
千
恵
子

こ
う
じ
や

7
－
3
7
8
8

小
屋
丸
・
池
之
畑

下
　
山

千
　
年

柳
　
　
　
榮

二
枚
田

7
i
つ
0
1
2
1

千
年
・
池
尻

清
　
水

中
村
　
久
義

き
ゅ
う
は
ち

7
i
3
4
3
3

会
　
沢
・
清
水

桐
　
山

蓬
　
平

小
堺
麗
子

ま
さ
え
ん

7
1
3
6
4
6

蓬
　
平

海
　
老

山
岸
　
許
子

天
上
原

7
－
3
8
4
7

東
　
山
・
海
　
老

孟
　
地

佐
藤
　
　
猛

は
　
　
ば

7
1
2
4
5
3

犬
伏
・
孟
地

滝
　
沢

佐
藤
　
由
松

く
ら
べ
い

7
1
2
4
0
1

中
　
子
・
片
桐
山

滝
　
沢
・
苧
島

莇
　
平

池
田
　
美
義

こ
う
じ
や

7
1
i
3
0
r
D
O

田
野
倉
・
仙
納

莇
　
平

儀
　
明

小
堺
　
熊
蔵

ま
ご
え
ん

7
1
つ
」
3
3
つ
0

寺
　
田
・
儀
明

蒲
　
生

柳
　
　
永
八

や
な
ぎ
〔
！
1
つ
0
ー
ハ
0
6

蒲
　
生
・
名
平

室
　
野

小
堺
勇
治
郎

じ
ろ
え
ん

8
1
2
0
ワ
］
2

福
島
・
奈
良
立

室
　
野

峠

牧
田
マ
ツ
エ

高
　
　
札

8
1
2
0
0
5

濁
・
峠

木
和
田
原

石
野
　
　
嵩

ほ
し
ば

8
i
2
4
7
4

竹
所
・
木
和
田
原
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寒
O吻膨

蓑
、

、
難

　
俺
が
生
ま
れ
た
の
は
片
桐
山
の
沖

と
言
う
。
貧
乏
一
番
の
次
男
だ
か
ら

世
に
も
小
さ
な
存
在
で
あ
る
。
親
父

　
ふ
う
さ
い

も
風
采
の
上
が
ら
な
い
、
地
道
で
誠

実
な
人
だ
っ
た
。
発
言
権
も
な
く
、

い
つ
も
末
席
で
ニ
コ
ニ
コ
と
浄
み
続

　
　
　
　
　
ふ
ぴ
ん

け
る
親
父
が
不
欄
で
な
ら
な
か
っ
た

も
の
だ
。

　
あ
る
時
、
松
代
の
酒
蔵
の
株
主
総

会
で
ひ
ど
く
酔
っ
た
親
父
が
、
大
声

で
怒
鳴
り
な
が
ら
の
帰
宅
で
、
家
中

の
者
が
縮
み
上
が
っ
た
。
今
思
う
と

ス
ト
レ
ス
が
一
気
に
噴
き
出
し
た
の

だ
ろ
う
。
一
瞬
、
小
三
の
俺
の
脳
裏

　
　
　
　
　
　
か
わ
い
そ
う

が
高
鳴
り
母
が
可
哀
想
だ
っ
た
。
思

わ
ず
布
団
を
か
ぶ
り
、
　
「
こ
う
し
て

（横浜市緑区在住）

は
い
ら
れ
な
い
。
ど
う
し
よ
う
ど
う

し
よ
う
」
と
、
焦
る
ば
か
り
で
あ
っ

た
が
、
よ
う
や
く
「
よ
し
、
や
ろ
う
」

と
布
団
を
飛
び
出
し
木
尻
に
行
っ
て

ま
き薪
を
つ
か
み
、
玄
関
戸
の
そ
ば
に
立

ち
振
り
上
げ
る
。
雪
を
踏
む
音
が
グ

グ
ッ
と
近
づ
い
て
来
て
、
声
が
大
き

　
　
　
　
ま
き

く
な
る
。
薪
を
大
上
段
に
振
り
上
げ

る
手
が
、
震
え
て
ど
う
し
よ
う
も
な

い
。
ズ
ズ
ッ
と
戸
が
開
け
ら
れ
た
。

目
を
つ
む
っ
て
振
り
下
ろ
し
た
薪
が

背
中
を
か
す
め
て
ド
ス
ッ
と
土
間
を

た
た
い
た
。
万
事
休
す
。
　
「
わ
っ
」

と
声
を
上
げ
て
泣
き
く
ず
れ
た
。
「
馬

鹿
野
郎
」
と
一
喝
し
た
父
は
、
俺
を

じ
っ
と
見
て
「
お
じ
か
！
」
と
言
っ

山
　
岸
　
弘

政

た
。
母
も
出
て
き
て
ほ
っ
と
し
た
が
、

良
か
っ
た
の
か
悪
か
っ
た
の
か
複
雑

な
気
持
ち
だ
っ
た
。

　
後
日
、
親
父
と
の
「
も
や
も
や
」

も
解
消
し
て
、
何
で
も
話
し
合
え
る

よ
う
に
な
り
、
返
っ
て
父
子
の
絆
が

深
ま
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
当
時

ど
こ
の
家
で
も
子
供
が
多
く
て
、
何

を
し
て
遊
ぶ
に
も
お
も
し
ろ
か
っ
た
。

当
時
の
思
い
出
は
、
は
っ
き
り
と
今

も
覚
え
て
い
る
。
誰
も
が
ど
こ
か
で

同
じ
思
い
を
胸
に
秘
め
て
、
老
い
て

行
く
も
の
な
の
だ
ろ
う
。

　
私
は
「
か
く
れ
ん
ぼ
」
と
名
付
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
こ

て
、
ま
だ
未
発
表
の
人
生
を
掘
り
興

し
て
見
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
「
松
代

町
を
故
郷
に
す
る
皆
様
、
松
代
を
知

っ
て
く
れ
て
い
る
人
々
、
　
『
東
京
松

代
会
』
も
微
力
な
が
ら
応
援
し
ま
す
。

ど
こ
か
に
隠
れ
て
い
る
皆
さ
ん
、
鬼

が
探
し
て
い
ま
す
よ
凶
　
「
松
代
町
」

「
東
京
松
代
会
」
が
、
ど
ん
な
人
物

を
掘
り
出
す
か
、
楽
し
み
で
い
っ
ぱ

い
で
あ
る
。

　　湯けむり情緒に、くつろぎたっぷり

芝峠⑫レストビレッジ峰　　　謎墾
　　　　　　　　　　　　　　　　　讐餅
　　4月lo日　　　しました．

　
円
　
　
　
　
9

　
0
　
0
　
　
　
　
3

　
　
時
人
日
9

　
　
　
　
3

8
1
程

夜
上
日
）

　
　
　
　
ク

～
以
水
（

蹉
認

朝
中
毎
02

間
料
日
話

寺麹
浴
館

営
入
休
電

■
　
■
　
■
　
■

毎週金曜日は、町内の70歳以上の
方の入浴料は無料です。　「金曜日

入浴券」をご持参ください。

7／24雄一撰ン

ただ今予約受付中麟

02559α）3939へ豊
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、
催
一
．

叉
　
・
藻
7

　
　
　
　
　
　
　
　
解
蟻

　
　
　
　
を
　
、
皿

短
　
歌

　
　
　
冬
の
陣

　
　
　
　
　
　
富
沢
和
風

星
絶
え
し
夜
空
彩
る
大
花
火
ぼ
ん
ぼ

の
焔
と
光
を
競
う

軽
快
な
音
色
響
か
せ
ス
テ
ー
ジ
に
鼓

　
　
　
　
　
　
す
が

笛
の
児
ら
の
顔
清
し
か
り

「
馬
落
と
し
」
落
ち
て
も
落
ち
て
も

よ
じ
登
る
戦
士
の
根
性
し
た
た
か
な

り
き

屋
台
よ
り
東
京
弁
も
聞
こ
え
た
り
地

酒
は
旨
し
と
コ
ッ
プ
傾
け

一

　
し
ぶ
み
句
会

チ
ャ
ル
メ
ラ
の
音
遠
ざ
か
り
凍
て
返

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
お

子
持
鱈
ま
な
こ
に
宿
る
日
本
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
　
弘

村
分
か
つ
川
音
高
し
雛
の
宵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

年
老
い
し
母
の
背
撫
で
て
春
を
待
つ

父
の
忌
や
そ
の
日
の
よ
う
に
春
の
雪

暖
房
の
効
き
し
病
室
に
も
馴
れ
て

さ
さ小
独
り
澁
海
は
雪
解
始
ま
り
ぬ

　
　
た

陽
を
蓄
め
て
一
気
に
開
く
福
寿
草

春
風
に
お
く
れ
毛
ほ
つ
れ
立
話

輝
き
て
姪
が
嫁
ぎ
て
春
立
ち
ぬ

、
罎
講

や
り
過
き
る
と

乃
・
7
へ
）
て

六
月
た
な
一

／
　
の
て
す

　
　
4
・
製

　
　
　
　
5

蒲
生
句
会

　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
や
つ

春
炬
燵
糸
繰
る
妻
に
操
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

か
ん
じ
き
の
跡
も
ゆ
る
み
し
日
和
か

な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
葉

ぶ
　
　
　
な

山
毛
樫
の
芽
の
太
り
し
こ
と
よ
雪
の

中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

雨
押
し
て
閉
校
記
念
雪
ま
つ
り

鋤，磯帽議

ノ1

　　　　　　　／つう

．マガ
ヤ　　　㌧獄
　ヤ
　　　　　　　／

イ　　　　　　　ノ

し
し
．

し
1

％
し
　
　
も

　ノ2　　　　　レ

、　／

〃》’

甘　　　ノ　　1刑　　知　　　匹　　　φ
立　　れ　　　く　　ま　　も

1 〃／ ち　　立　　福　　り　　馴　　に
、

とぬ八話紅寿公ぬ淡れ瀞春千渥　．
て遇た←一

し　　千　　　　草　　　　　　て　　の登

ふ喜・
1

！
子　　代　　茶　　鳴　　水　　舟雪世

㌧
1㌧ 一

八・　音き蟹　　手さや　　抱
海ぶ　立ぬ股　　枕るぶ　　く

一　一
’二’
亀
㌧ 山い　て　　の　　の　　凍　　孫

’ ‘

へ　　ず　　か　　小　　み　　の
星　　降　　ん　　さ　　て　　小
が　　る　　じ　　な　　尾　　さ

を 吹　　春　　き　　鼻聡　　を　　な

轡 つ　　雨　　ス　　春　　振　　あ
飛　　に　　タ　　炬　　る　　く
ぶ　　植　　イ　　燵　　孫　　び

“、、

い　　綿

亀
’

㌧ 春　　木　　ル　　　　　に　　春
’ 龍嵐ふ出耕身月　　翔連泥炬折
ざ　〇一ρ・．・ さす　　に　　　　　れ　　燵
黙￥ 峰　　女　　人つ日　　山出水　　人

庭
の
草
塞

　
ウ
メ
審
轟

　
中
国
原
産
で
、
奈
良
時
代
に
薬
用

と
し
て
我
が
国
に
入
っ
た
。

　
早
春
、
葉
の
出
る
前
に
花
を
開
く
。

が
く
が
片
五
、
花
弁
五
、
一
本
の
雌

し
べ
に
多
数
の
雄
し
べ
を
持
っ
た
花

で
、
ほ
と
ん
ど
花
柄
が
な
く
、
前
年

の
枝
に
咲
く
。
種
子
が
小
さ
く
、
果

肉
の
大
き
い
種
類
を
改
良
し
て
、
，
食

用
と
し
て
各
地
で
栽
培
さ
れ
る
。
産

地
は
和
歌
山
、
徳
島
、
群
馬
、
山
梨

　
　
　
　
　
　
　
等
で
あ
る
。
早
春

百
花
に
さ
き
が
け

て
、
芳
香
、
そ
し

て
純
白
の
花
を
開

き
、
春
到
来
を
告

げ
る
明
る
い
花
木

で
も
あ
る
。

圏
　
　
　
　
出
題
　
十
段
　
武
宮
正
樹

　
　
黒
先
白
死
・
3
手
ま
で

　
●
ヒ
ン
ト
…
ダ
メ
ヅ
マ
リ
、
コ
ウ
で

　
　
は
ダ
メ
。

　
　
3
分
で
2
級
、
1
分
以
内
で
有
段

　
　
者
。
悩
む
問
題
。

　　　　　　　　　　o、）￥ε雷 へ
、
）

士脅銘きご丘4Ψ（OI笛〈鶴ヨ1葺旱彗〉
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δ
～

　　5歳　后
松代みちのや
　　　　　　　δ：

五＋颪壷、て

松代5‘ま馨たやわ

　　一　　　つ

’
●
－
●

　ともあき中村友昭玩

　5歳松代西豊工業

らせ

1．訓練科目

珠

コース名 期　　間

パソコン初級コース 5月～8月

表計算コース 7月～9月

ワープロコース 4月・6月

パソコンワープロコース 4月～5月

OA検定コース 5月・7月

2級建築士コース 5月～7月

建築設計コース 5月～9月

日商簿記検定コース 5月～11月

技能検定学科免除 5月～10月

J　I　S溶接コース 6月～11月

管工事施工管理 4月～9月

1級～8級
総合センター

容内
場

験試
会

■
　
　
■

回　数 申込受付期間 試験日

第94回
4月15日㈲～

　5月14日㈹

6月13日

（第2日曜）

第95回
9月23日㈲～

　10月22日働

11月21日

（第3日曜）

第96回

12月23日休）～

平成6年

　　1月21日㈹

平成6年

2月20日

（第3日曜）

ぎ，三む

髪
　
、

一

2．定　員
　10名～20名

3．場　所
上越市高土町3丁目1番15号

4．申込期間

　各科講習開始2週間前としま

す。（定員に満たない場合は開

講日まで受付します）

5．くわしくは　高田高等職業

訓練校へ問い合わせ下さい。

電話　0255－23－2690

　FAX　　O255－25　　8259

灘働鑛険の藁餐．
納罐嚇装灘票め騰縣
灘磯麟鎌鍵礎藥幾雛i繕篠嚢

醗馨灘働繰険料矯贈轡選納灘

磯縫灘鞭蕪．義欝糞麹鐵蝶麟

懸翻蒙懸欝瀬羅饗撚叢欝．

　叢灘．墾続き鋤灘済叢隷嶽

騨欝業霊礁灘鐵．驚慧麟灘嚢

叢欝灘綴繰醗縫麟轡義灘繰険

料叢添羅蕪．i簸欝馨醗銀欝警

縫麟轡納縫鍵癒灘懸購．

四
月
は
「
土
地
月
間
」
土
地
取
引
の
前
に
…

一
定
面
積
以
上
の
取
引
は
届
出
が
必
要
で
す

国
土
利
用
計
画
法
の
ね
ら
い

　
最
近
の
土
地
問
題
に
み
ら
れ
る
よ
う

に
土
地
の
投
機
的
取
引
や
地
価
の
暴
騰

で
、
国
土
を
混
乱
に
お
と
し
入
れ
る
と

い
っ
た
事
態
は
お
こ
し
て
は
な
り
ま
せ

ん
。　
国
土
利
用
計
画
法
は
、
こ
の
た
め
に

制
定
さ
れ
た
法
律
で
す
。
一
定
面
積
以

上
の
土
地
の
取
引
を
し
よ
う
と
す
る
と

き
は
、
こ
の
法
律
に
よ
り
あ
ら
か
じ
め

知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

松
代
町
で
は
一
〇
、
○
O
O
㎡

（
約
一
町
歩
）
以
上
の
取
引

　
個
々
の
取
引
面
積
は
小
さ
く
と
も
合

計
す
る
と
一
定
面
積
以
上
と
な
る
一
団

の
土
地
に
つ
い
て
も
届
出
は
必
要
で
す
。

届
出
か
ら
契
約
ま
で

　
契
約
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
取

引
の
当
事
者
（
売
買
の
場
合
で
あ
れ
ば

売
主
と
買
主
）
は
、
取
引
の
予
定
価
格

や
利
用
目
的
を
記
入
し
た
知
事
あ
て
の

届
出
書
を
契
約
を
結
ぶ
六
週
間
前
ま
で

に
役
場
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
届
出
を
受
け
た
知
事
は
、
取
引
価
格

と
利
用
目
的
に
つ
い
て
審
査
を
し
、
不

適
当
と
認
め
る
と
き
は
取
引
の
中
止
ま

た
は
変
更
を
勧
告
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
以
外
の
場
合
に
は
届
出
日
か

ら
六
週
間
以
内
に
勧
告
を
し
な
い
旨
文

書
で
通
知
し
ま
す
。
こ
の
通
知
を
受
け

取
れ
ば
契
約
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。　

届
出
が
必
要
な
土
地
取
引

　
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
土
地
取

引
は
、
次
の
要
件
の
も
の
で
す
。

　
売
買
　
共
有
持
分
の
譲
渡

　
営
業
譲
渡
　
譲
渡
担
保

　
代
物
弁
済
　
交
換

　
予
約
完
結
権
・
買
戻
権
等
の
譲
渡

　
地
上
権
・
賃
借
権
の
設
定
、
譲
渡

　
届
出
を
し
な
い
と

　
届
出
を
し
な
い
で
土
地
取
引
を
し
た

り
、
偽
り
の
届
出
を
す
る
と
六
ヵ
月
以

下
の
懲
役
ま
た
は
、
百
万
円
以
下
の
罰

金
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
届
出
に
必
要
な
用
紙
は
、
役

場
に
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
役
場

産
業
企
画
課
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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薦

欝

茶道教室開催のお知らせ

　　　（公民館講座）

　　　　　　　た　お茶の飲み方、点て方、作法

を学ぶことによ『）、毎日の生活

を豊かにすると共に、これから

の国際化に対応できる素養を身

につけます。

■期間と時間

　5月中旬～7月まで（10回）

　毎週水曜　19：30～21：30

■会場

　総合センター　2階30畳

■会費

　3，000円（お茶、お菓子などの

　材料費）その他の負担はなし

■募集人数

　10人程度（高校生以上男女を

　問いません。初めての人歓迎

　します．）

■申込先と期間

　町公民館（7－2301）に申し込

　み書があります。

　期間：4月中旬～4月30日

　ただし期間内でも定員にな｝）

　次第締切らせていただきます。

■講師

　裏千家茶道

　　赤沼文三（派遣社会教育主事）

15

松代火葬場が町営に

　4月から「松代火葬場」が町

営になケ）ました。従いまして使

用の申し込み、料金の支払いは

役場の窓口で行っていただくこ

とになりました。（時間外、休日

は宿日直者が行います。）

　火葬料金は次の表のとお『）で

す。

区　　　分 使　用　料

12才以上の者 一人につき　30，000円

12才未満の者 一人につき　20，000円

死産胎児 一胎につき　5，000円

分娩による汚物 一個につき　5，000円

但し、町外者の場合上記金額

に5，000円加算する。

　融雪期を迎え、廃材・ゴミの

焼却及び野焼き等屋外で火気を

取り扱う機会が多くなることに

伴い、これらが起因する火災の

　多発が懸念されることから「山

火事・たき火火災防止運動」を

　4月15日から5月14日まで実施
　いたします。

　特に次のポイントに注意し、　　i　G
事故等おこらないようにしまし　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　：　よう。　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　：　「山火事、たき火、火災防止3　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　；
つのポイント」　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　：
　1．空気が乾燥し風の強いとき　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　：
　は火入れ、たき火等しない。　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　ラ　2．建物付近でのたき火等には　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　：
　　目をはなさない。　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　3．入山者、農作業者等は、た　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　：　ばこの吸いがらは完全に消す。　：
　　　　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　：

幽的醒野”」”…　　　　　　　　　一…　　　　　：

　　　　　　　　　　　　　　　　1

年金を受け取ったら証書の

　　提出を忘れずに！グ

　平成5年3月16日現在におい

て上越消防管内ではすでに15件

の火災が発生しており、昨年と

比較すると7件の増加となって

おりますので屋内外問わず火の

取り扱いには十分注意願います。

　老齢福祉年金を受けている方

は、4月の支払いを受けました

ら、年金証書（緑色の手帳）を

役場年金係に提出していださい。

　これは、物価スライドによ1）

増額された新年金額の、4月分

から7月分までの支払額を年金

証書に記入し、8月期の支払に

間に合うようにお渡しするため

です。

　提出を忘れると、8月期の支

払いが受けられなくなってしま

いますのでご注意ください。

　なお、新たに他の公的年金（厚

生年金や恩給等）を受けるよう

になったときや、受けている公

的年金の額が改定されたときは、

その公的年金の証書または額改

定通知書を添えて提出してくだ

さい。

0
り
、
も
0
も　南

○
o Q

、
、

俘
喧

婦人電気教室開催

も

■受講期間

　5月～11月　6回コース

　（毎月1回第3水曜日午前中
　8月は休みます。）

■開講日

　5月19日㈲午前9時30分から

■受講料　1，000円

■講座内容

電気の基礎知識、修理実習

施設見学　料理実習等

■定員　　25名

■問い合わせ

東北電力㈱十日町営業所

　お客さまサービス課（盈52

3107内線352）へ
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松代の
良さを生かして

関谷和佳・子さん（松代）

　
私
が
松
代
に
戻
っ
て
き
て
、
も
う

じ
き
一
年
が
た
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
高
校
を
卒
業
し
て
東
京
の
専
門
学

校
に
進
み
ま
し
た
。
前
の
仕
事
は
時

間
も
不
規
則
で
し
た
し
、
一
日
中
、

立
ち
仕
事
で
し
た
の
で
、
体
の
調
子

を
崩
し
て
し
ま
い
松
代
に
戻
っ
て
来

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
昔
は
、
松
代
に
戻
っ
て
来
る
こ
と

は
あ
ま
り
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

松
代
に
戻
っ
て
も
、
友
達
は
ほ
と
ん

ど
残
っ
て
い
ま
せ
ん
し
、
車
が
な
け

れ
ば
不
便
で
す
の
で
、
ほ
と
ん
ど
考

え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
け
れ
ど
も
、

一
度
親
元
に
戻
っ
て
し
ま
う
と
楽
を

し
て
し
ま
っ
て
、
家
を
出
て
暮
そ
う

と
は
思
わ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
今
は
、
建
設
会
社
の
事
務
を
し
て

い
ま
す
。
仕
事
内
容
が
ぜ
ん
ぜ
ん
違

う
の
で
、
よ
く
失
敗
を
し
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
れ
で
も
毎
日
め
げ
ず
に
や

っ
て
い
け
る
の
も
、
職
場
の
人
達
が

と
て
も
良
い
人
ば
か
り
で
、
と
て
も

楽
し
い
職
場
だ
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。　
私
の
同
級
生
で
松
代
に
残
っ
て
い

る
人
は
何
人
か
い
ま
す
。
け
れ
ど
も

U
タ
ー
ン
で
松
代
に
い
る
の
は
、
ほ

と
ん
ど
誰
も
い
ま
せ
ん
。
私
ぐ
ら
い

で
す
。
友
達
と
話
し
て
い
て
も
「
何

も
な
い
か
ら
ね
。
」
と
、
こ
れ
で
終
わ

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
戻
っ
て
来
て
も
、

今
ま
で
の
仕
事
が
そ
の
ま
ま
生
か
せ

る
仕
事
が
ほ
と
ん
ど
な
い
か
ら
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
「
松
代
に
残
っ
て
ほ
し

い
」
と
言
っ
て
も
、
自
分
の
や
り
た

い
仕
事
や
専
門
の
知
識
を
得
る
た
め

の
学
校
が
近
く
に
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

う
な
れ
ば
、
ど
う
し
て
も
都
心
の
方

へ
流
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。
私
も
そ

の
一
人
で
し
た
。

　
都
心
に
良
さ
が
あ
る
よ
う
に
、
松

代
に
も
松
代
の
良
さ
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
を
フ
ル
に
生
か
し
て
、
今
ま
で

以
上
に
住
み
よ
い
町
に
し
て
い
っ
て

ほ
し
い
で
す
．

　げんきな良い子に（出生）

　　ゆ　　き
柳　由紀ちやん康太郎・美恵子さん

　　　　（2女・苧島・中子）
　　あや　な
小堺礼菜ちやん新一・幸子さん

　　　（長女・儀明・稲葉屋）
　　りゆう　と
相沢竜斗ちやん栄一・こずえさん

　　　　（2男・太平・糀屋）
　　ともあき
関谷友明ちやん正夫・貴代美さん

　　　　　（2男・千年・林）
　　み　さき
小嶋美咲ちやん務・正美さん

　　　　（2女・犬伏・数円）

　男　　2，462人　　（一31人）

　女2，531人（一25人）

　計4，993人（一56人）
世帯数1，502世帯（一16世帯）

　出生6人　　死亡7人
　転入30人　　転出85人

　　　（5年3月末日現在）

一人ロの動き一

圖
園
圏
圃

同團鋤團回
（2月26日～3月25日受付）

　ご冥福を祈ります（死亡）

小堺　悟さん　　　　70歳

　　　　　　（蒲生・増美屋）

宮澤富次さん　　　　78歳

　　　　　　　（下山・大門）

菅井政榮さん　　　　82歳

　　　　　　　（名平・巻沢）

佐藤福與さん　　　　82歳

　　　　　（室野・大加治屋）

菅井光宗さん　　　　94歳

　　　　　　（松代・長松庵）

関谷タキさん　　　　80歳

　　　　　（室野・友左工門）

西潟栄光さん　　　　77歳

　　　　　　（福島・うしろ）

▼
四
月
は
異
動
の
季
節
で
す
が
、
当
役

場
に
お
い
て
も
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
、
芝
峠
温
泉
の
宿
泊
棟
の
オ
ー
プ
ン

な
ど
に
よ
り
、
大
規
模
な
人
事
異
動
と

な
り
ま
し
た
。
小
生
も
、
こ
の
ド
サ
ク

サ
に
紛
れ
て
異
動
し
た
い
、
と
心
ひ
そ

か
に
期
待
し
て
い
た
の
で
す
が
、
残
念

な
が
ら
異
動
名
簿
に
は
小
生
の
名
前
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
う
い
っ
た
こ

と
で
、
も
う
一
年
お
付
き
合
い
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
▼
役

場
で
も
今
年
は
、
五
名
の
新
採
用
が
あ

り
ま
し
た
が
、
各
職
場
に
も
フ
レ
ッ
シ

ュ
さ
ん
が
お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

来
月
号
で
は
、
写
真
な
ど
で
紹
介
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ご
期
待
く

だ
さ
い
。
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
ん
は
、
今
か

ら
心
の
準
備
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
そ
れ
で
は
話
題
の
提
供
、
も
う
一
年

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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　　oこわず
　あきないさノしオユノし

＊商三年

商売というものは、始めて三年

はたたなければ利益を上げるま

でにはならないということ．。少
　　　　　　しんほうなくとも三年は辛抱せよという

こと。
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